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倉重 篤郎

民をどう恐れるか

小
泉
純
一
郎
元
首
相

の
原
発
ゼ
ロ
発
言
に
さ

ま
ざ
ま
な
反
響
が
出
て

い
る
。脱
原
発
派
は「
待

っ
て
ま
し
た
、
純
ち
ゃ
ん
」
。
推

進
派
は
「
今
さ
ら
無
責
任
。
足
引

っ
張
る
な
」。わ
け
知
り
派
は
「
息

子
の
進
次
郎
君
が
気
の
毒
だ
」
。

わ
が
万
能
川
柳
に
は
「
あ
な
た
に

は
も
う
疲
れ
た
よ
元
総
理
」
（
４

日
付
）
と
の
秀
句
も
出
て
き
た
。

小
泉
氏
は
さ
ぞ
か
し
ニ
ン
マ
リ

し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
元
首
相

と
は
い
え
、
政
界
を
引
退
し
て
４

年
。バ
ッ
ジ
も
役
職
も
な
い
中
で
、

自
ら
の
発
信
が
つ
い
に
は
川
柳
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
き

た
。
国
民
世
論
の
喚
起
と
追
い
風

を
武
器
に
政
治
目
標
を
達
成
す
る

小
泉
方
式
は
な
お
健
在
か
。

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
小
泉
発
言

が
人
心
に
響
く
の
か
。
推
進
派
は

そ
こ
を
分
析
す
べ
き
だ
。
一
つ
は

そ
の
わ
か
り
や
す
さ
に
あ
る
。
使

用
済
み
核
燃
料
の
最
終
処
分
場
が

い
ま
だ
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
中

で
ゴ
ミ
を
出
し
続
け
る
矛
盾
、
い

わ
ゆ
る
ト
イ
レ
の
な
い
マ
ン
シ
ョ

ン
問
題
の
告
発
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
自
体
は
、
目
新
し
い

こ
と
で
は
な
い
。
原
発
推
進
派
の

一
番
の
泣
き
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
脱

原
発
派
の
最
大
の
攻
め
ど
こ
ろ
で

あ
り
続
け
て
き
た
か
ら
だ
。
ポ
イ

ン
ト
は
そ
の
次

｢
３

｣
原
発
事

故
に
よ
る
民
意
の
変
化
を
政
治
家

と
し
て
ど
う
読
む
か
、
に
あ
る
。

「
３
・

」
後
も
こ
れ
ま
で
同

様
ト
イ
レ
探
し
に
全
力
を
尽
く

す
、
と
い
う
の
が
推
進
派
だ
。
一

方
、
小
泉
氏
は
「
３
・

」
ゆ
え

に
ト
イ
レ
探
し
が
不
可
能
に
な
っ

た
、と
い
う
の
だ
。な
ぜ
な
ら
ば
、

ト
イ
レ
作
り
に
は
国
民
世
論
の
支

持
、
地
域
住
民
の
同
意
が
必
須
だ

が
、
「
３
・

」
前
で
す
ら
困
難

だ
っ
た
こ
の
政
治
手
続
き
は
「
３

・

」
後
は
絶
望
と
見
る
べ
き
だ

か
ら
だ
。
小
泉
氏
一
流
の
政
治
リ

ア
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

こ
の
差
は
、
小
さ
い
よ
う
で
大

き
い
。
一
言
で
い
え
ば
、
民
を
ど

う
恐
れ
る
か
、
と
い
う
政
治
家
の

感
度
に
か
か
わ
る
問
題
だ
。
振
り

返
れ
ば
、
２
０
０
５
年
小
泉
政
権

時
代
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

政
府
部
内
で
沖
縄
・
普
天
間
飛
行

場
の
移
設
先
を
議
論
し
た
際
、
大

規
模
な
埋
め
立
て
工
事
を
伴
う
浅

瀬
設
置
案
と
、
埋
め
立
て
部
分
を

極
力
縮
め
る
沿
岸
設
置
案
と
の
二

つ
に
し
ぼ
ら
れ
た
段
階
で
、
小
泉

氏
は
後
者
に
断
を
下
し
た
。
同
じ

地
元
で
も
埋
め
立
て
に
期
待
す
る

業
者
よ
り
も
、
埋
め
立
て
に
反
対

す
る
環
境
団
体
を
恐
れ
た
の
で
あ

る
。
「
環
境
派
を
相
手
に
戦
っ
て

は
ダ
メ
だ
。
そ
れ
ほ
ど
住
民
運
動

は
怖
い
ん
だ
」
。
小
泉
氏
が
自
ら

の
地
元
の
池
子
弾
薬
庫
跡
地
問
題

の
例
を
挙
げ
て
こ
う
語
っ
た
こ
と

を
当
時
の
守
屋
武
昌
防
衛
事
務
次

官
が
著
書
「
『
普
天
間
』
交
渉
秘

録
」
で
明
か
し
て
い
る
。

こ
れ
が
小
泉
流
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

政
治
の
キ
モ
で
あ
る
。
だ
か
ら
俺

は
５
年
半
続
い
た
ん
だ
よ
。
そ
う

安
倍
晋
三
首
相
に
言
い
た
い
の
で

は
な
い
か
。
（
専
門
編
集
委
員
）
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◇
投
句
方
法
◇

は
が
き
に
最
大
５
句

柳
名
５
字
ま
で

住
所

氏
名

年
齢

電
話
番
号
を
書
き

〒
１
０
０
｜
８
０
５
１
毎
日
新
聞
｢
万
柳
｣
係

返
球
に
主
審
の
怒
り
少
し
見
え

神
戸

芋

粥

レ
シ
ー
ト
で
夫
の
行
動
把
握
す
る

岡
山

巴

里

雀

妻

傑
作
だ
落
ち
て
よ
く
見
り
ゃ
い
ま
ひ
と
つ

横
浜

尚

春

さ

ん

買
い
換
え
て
十
年
日
記
で
五
輪
待
つ

町
田

塩
屋

三
郎

歯
は
入
れ
歯
頭
カ
ツ
ラ
で
バ
イ
ア
グ
ラ

堺

ハ

ゲ

ヤ

ン

先
に
逝
く
妻
は
今
頃
何
し
て
る

木
更
津

合
原

宏

握
手
会
熱
烈
フ
ァ
ン
五
度
並
び

堺

真
田

滋

数
打
て
ば
あ
た
る
と
思
っ
た
あ
さ
は
か
さ

柏
原

ば

あ

ば

８
割
を
捨
て
転
居
す
る
老
２
人

周
南

の

ん

太

人
生
で
も
う
ポ
マ
ー
ド
は
使
わ
な
い

東
京

小

把

瑠

都

職
業
欄
天
使
と
書
い
て
消
す
ナ
ー
ス

越
谷

小
藤

正
明

街
の
声
な
の
に
台
本
見
せ
ら
れ
る

神
奈
川

カ

ト

ン

ボ

た
め
ら
わ
ず
無
職
と
書
け
る
ま
で
５
年

川
越

麦

そ

よ

ぐ

新
婚
さ
ん
弁
当
ま
で
も
覗
か
れ
る

坂
戸

グ

ラ

ン

パ

お
み
く
じ
を
自
販
機
で
買
う
味
気
無
さ

愛
知

舞

蹴

釈

尊

コ
ロ
ン
ふ
り
ミ
ニ
ス
カ
は
い
て
オ
ン
に
す
る

北
九
州

お

鶴

毎
日
が
当
選
発
表
万
柳
欄

名
古
屋

伊
藤

昌
之

あ
と

年
大
丈
夫
だ
よ
ね
選
者
様

宮
崎

マ

コ 2013.11.6

国会議員を強制的に

３分の２の賛成で「除名」

辞めさせられるの？
莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

なるほドリ 秋の園遊会で、天皇陛下

に原発事故の現状を訴える手紙を手渡し

た山本太郎参院議員（無所属）に、与野

党から議員辞職を求める声が上がってい

るね。そもそも、国会議員を辞めさせる

ことはできるの？

記者 国会議員を辞めさせる強制的な

手段は、憲法 条に定められた「除名」

だけです。本会議に出席した議員の３分

の２以上が除名を求める動議に賛成すれ

ば除名となり、議員は失職します。除名

より軽い懲罰としては国会法に基づき、

本会議場での「陳謝」▽議長が本会議場

で注意する「戒告」▽一定期間の「登院

停止」――の３種類があります。これら

は過半数の賛成で行えるため、除名より

ハードルは低くなります。

Ｑ 除名処分を受けて、辞めさせられ

た例はあるのかな？

Ａ 衆参両院の事務局によると、戦後

は衆院で1951年に１回、参院では 年に

１回あっただけで、過去 年以上ありま

せん。「国権の最高機関」である国会の

議員は政治的な圧力で不当に地位を失う

ことがないよう、憲法や国会法で手厚く

保護されています。選挙で選ばれ、民意

の負託を受けているからです。

Ｑ 自民党からは山本氏に対し、議員

辞職勧告決議案の提出を検討すべきだ

との声も出ているよね？

Ａ 国会が議員の自発的な辞職を促す

ために行う決議のことです。65年に参院

で初めて提出されて以降、衆参両院で

人に計 件提出され、このうち４件が可

決されました。ただ、決議案には法令上

の根拠がなく、強制力はありません。参

院は 年４月、オレンジ共済組合を巡る

詐欺事件で逮捕された友部達夫参院議員

（当時）に対し、辞職勧告決議を国会で

初めて可決しました。しかし、友部氏は

応じず、 年６月に最高裁で実刑が確

定して失職するまで議員を辞めませんで

した。衆院でもあっせん収賄容疑で逮捕

された鈴木宗男氏が、 年６月の決議可

決後、１年半近く議員にとどまり続けた

例があります。

Ｑ 山本氏の処分はどうなるのかな？

Ａ 憲法 条の条文は「院内の秩序を

みだした議員を懲罰することができる」

となっています。今回のように、国会の

外で起こした問題を除名の適用対象にす

べきか、議論が残ります。天皇陛下に手

紙を手渡すという行為自体、前例がなく、

処分を話し合う与野党議員も対応に頭を

悩ませています。

回答・影山哲也（政治部）
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残
る
３
万
カ
所
廃
止
難
し
く

死傷者年200人超

車衝突防止を優先

障害物検知器人に反応せず

男
性
を
助
け
よ
う
と
し
た
村
田
奈
津
恵
さ
ん
が
死
亡
し
た

事
故
か
ら
１
カ
月
た
っ
た
今
月
１
日
。
現
場
の
Ｊ
Ｒ
横
浜

線
・
川
和
踏
切
で
は
献
花
や
手
を
合
わ
せ
る
人
が
絶
え
な

い
‖
横
浜
市
緑
区
で
、
河
津
啓
介
撮
影

首
都
圏
な
ど
鉄
道
各
社
の

踏
切
数
と
非
常
停
止
ボ
タ

ン
設
置
割
合

踏切数 設置割合

東武鉄道 994 100％

西武鉄道 345 100％

京成電鉄 178 96％

京王電鉄 136 100％

小田急電鉄 230 100％

東急電鉄 171 100％

京急電鉄 90 100％

相模鉄道 52 100％

ＪＲ東日本 6568 62％

※
西
武
は
安
比
奈
線
除
く
。
Ｊ
Ｒ
東
の
東

京
、
八
王
子
、
横
浜
支
社
管
内
の
ボ
タ
ン

設
置
割
合
は

％
。

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

踏
切
に
立
ち
入
っ
た
り
、
取
り
残
さ
れ
た
り
し
た
人
が
列

車
に
は
ね
ら
れ
て
死
亡
す
る
事
故
が
な
く
な
ら
な
い
。
高
齢

者
の
よ
う
な
交
通
弱
者
が
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
。
人
身
事
故
防
止
に
向
け
た
研
究
も
一
部
で
進
む
が
、

導
入
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
コ
ス
ト
や
技
術
的
課
題
が
理

由
だ
が
、
背
景
に
は
、
列
車
や
乗
客
へ
の
影
響
が
大
き
い
自

動
車
と
の
衝
突
事
故
防
止
を
優
先
す
る
国
や
鉄
道
事
業
者
の

姿
勢
も
あ
る
。

（
社
会
面
参
照
）

踏
切
に
は
「
非
常
停
止
ボ
タ

ン
」
と
「
障
害
物
検
知
器
」
と

い
う
安
全
装
置
が
あ
る
が
、
事

故
は
後
を
絶
た
な
い
。

踏
切
で
異
常
を
見
つ
け
た
人

が
非
常
停
止
ボ
タ
ン
を
押
す

と
、
直
近
の
信
号
機
に
停
止
信

号
が
表
示
さ
れ
、
運
転
士
が
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
。
一
部
鉄

道
会
社
は
電
車
が
自
動
減
速
す

る
仕
組
み
も
導
入
し
て
お
り
、

各
社
は
「
取
り
残
さ
れ
た
人
を

見
つ
け
た
ら
救
助
活
動
は
せ

ず
、
と
に
か
く
非
常
停
止
ボ
タ

ン
を
押
し
て
」と
呼
び
掛
け
る
。

だ
が
、
ボ
タ
ン
の
位
置
が
分

か
り
に
く
か
っ
た
り
、
子
ど
も

や
車
椅
子
の
人
に
は
押
し
に
く

い
高
さ
に
設
置
さ
れ
て
い
た
り

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
う
え
、
全

て
の
踏
切
に
設
置
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
２
０
０
７
年

に
東
京
都
板
橋
区
の
東
武
東
上

線
の
踏
切
で
、
自
殺
し
よ
う
と

し
た
女
性
を
助
け
た
警
察
官
が

死
亡
し
た
事
故
で
も
、
現
場
に

ボ
タ
ン
が
な
か
っ
た
。

一
方
、
鉄
道
各
社
が
近
年
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
障
害
物
検

知
器
の
設
置
だ
。
踏
切
内
の
障

害
物
を
検
知
す
る
と
、
や
は
り

近
く
の
信
号
機
に
停
止
信
号
が

表
示
さ
れ
る
。
物
体
が
検
知
器

か
ら
発
出
さ
れ
た
レ
ー
ザ
ー
光

線
を
遮
断
し
た
り
反
射
し
た
り

す
る
こ
と
を
利
用
し
て
い
る
。

だ
が
、
車
程
度
の
大
き
さ
が

な
け
れ
ば
光
線
の
網
の
目
を
抜

け
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
小

動
物
な
ど
に
反
応
す
る
誤
検
知

で
列
車
が
止
ま
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
小
さ
い
物
体
を
検
知
し

な
い
設
定
を
し
て
い
る
と
、
人

に
は
反
応
し
な
い
弱
点
も
あ

る
。
横
浜
市
緑
区
の
Ｊ
Ｒ
横
浜

線
川
和
踏
切
で
今
年

月
１

日
、
横
た
わ
っ
て
い
た
男
性

(

)
を
助
け
よ
う
と
し
た
村
田

奈
津
恵
さ
ん
(

)
が
電
車
に
は

ね
ら
れ
死
亡
し
た
事
故
で
も
、

現
場
に
最
新
式
の
検
知
器
が
あ

っ
た
が
反
応
し
な
か
っ
た
。

「
踏
切
事
故
を
減
ら
す
に
は

い
か
に
早
く
正
確
に
踏
切
内
の

異
常
を
検
知
す
る
か
が
重
要
」。

電
気
通
信
大
学
で
電
磁
波
を
研

究
す
る
稲
葉
敬
之
教
授
は
、
５

年
前
か
ら
鉄
道
総
合
技
術
研
究

所
な
ど
と
共
同
で
人
を
感
知
す

る
シ
ス
テ
ム
の
研
究
に
取
り
組

み
、
微
弱
な
電
波
を
使
っ
た
セ

ン
サ
ー
開
発
に
成
功
し
た
。
電

波
を
人
に
反
射
さ
せ
る
こ
と

で
、
う
な
ず
く
よ
う
な
小
さ
な

動
き
も
認
識
で
き
る
。
自
転
車

か
人
か
犬
か
の
見
極
め
も
可
能

で
、
電
波
を
出
す
範
囲
も
広
く

検
知
漏
れ
も
防
げ
る
と
い
う
。

セ
ン
サ
ー
を
電
車
の
最
前
部

に
取
り
付
け
、
前
方
の
安
全
を

運
転
士
が
直
接
監
視
す
る
実
験

も
実
施
し
た
。研
究
が
進
め
ば
、

踏
切
だ
け
で
な
く
線
路
内
に
人

や
車
が
進
入
し
た
際
に
も
直
接

運
転
士
に
伝
わ
る
シ
ス
テ
ム
が

導
入
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

肉
眼
で
は
障
害
物
が
見
え
に
く

い
夜
間
や
降
雪
時
に
も
効
果
が

見
込
ま
れ
る
。
国
や
企
業
と
連

携
し
て
実
証
実
験
を
重
ね
、
技

術
を
高
め
た
い
と
い
う
。

だ
が
、
実
用
化
の
め
ど
は
立

た
な
い

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
｢
現
在

は
踏
切
内
で
止
ま
っ
た
車
を
判

別
す
る
高
精
度
の
検
知
器
の
導

入
に
力
を
入
れ
て
い
る
」
と
説

明
し
て
い
る
。
稲
葉
教
授
の
セ

ン
サ
ー
に
つ
い
て
は
「
将
来
的

な
選
択
肢
の
一
つ
に
は
な
る
と

思
う
が
、
コ
ス
ト
も
考
え
る
必

要
が
あ
る
」と
慎
重
な
構
え
だ
。

そ
も
そ
も
、
国
土
交
通
省
は

省
令
で
、
車
と
の
衝
突
を
防
ぐ

よ
う
鉄
道
事
業
者
に
求
め
て
い

る
が
、
人
と
の
事
故
に
つ
い
て

は
明
記
し
て
い
な
い
。
担
当
者

は
「
車
を
検
知
す
る
機
器
で
す

ら
費
用
面
な
ど
か
ら
普
及
に
は

課
題
が
残
る
。
人
も
検
知
す
る

よ
う
省
令
で
求
め
る
と
、
誤
検

知
が
相
次
い
で
し
ま
わ
な
い
か

と
い
う
技
術
的
な
課
題
も
出
て

く
る
」
と
説
明
す
る
。
だ
が
、

関
係
者
の
間
に
は
「
国
も
鉄
道

事
業
者
も
、
乗
客
に
被
害
が
出

た
り
列
車
が
損
傷
し
た
り
す
る

可
能
性
が
高
い
車
と
の
衝
突
対

策
を
優
先
し
て
い
る
面
が
あ

る
」
と
、
対
人
事
故
防
止
を
重

視
し
な
い
姿
勢
を
疑
問
視
す
る

声
も
あ
る
。

【
一
條
優
太
、
安
高
晋
】

究
極
の
事
故
防
止
策
は
踏
切

の
撤
去
だ
。
１
８
７
２
年
の
鉄

道
開
通
以
来
、
国
内
の
踏
切
は

増
え
続
け
、
昭
和

年
代
に
は

約
７
万
カ
所
に
達
し
た
。
そ
の

後
、
道
路
と
鉄
道
の
立
体
交
差

化
が
進
み
、
道
路
法
な
ど
で
新

設
も
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
た
め

２
０
１
２
年
度
末
時
点
で
３
万

３
７
１
０
カ
所
ま
で
減
っ
た
。

遮
断
機
・
警
報
機
の
設
置
が

進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
昭
和

年
代
に
５
０
０
０
件
以
上
起
き

た
踏
切
事
故
（
明
ら
か
な
自
殺

除
く
）
は
、
２
０
０
０
年
度
に

は
４
６
８
件
に
減
少
し
た
。
だ

が
、
こ
こ
数
年
は
お
お
む
ね
３

０
０
件
台
で
下
げ
止
ま
り
、
年

間
の
死
傷
者
が
２
０
０
人
を
超

え
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
諸
外
国
と
比
べ

る
と
日
本
は
特
に
大
都
市
圏
の

踏
切
が
多
い
。
国
土
交
通
省
の

調
査
で
は
、
東
京

区
の
６
２

９
カ
所
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
は

カ
所
、
ベ
ル
リ
ン
は

カ
所
。
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ソ

ウ
ル
は

カ
所
前
後
に
過
ぎ
な

い
。
欧
米
な
ど
で
は
鉄
道
が
都

市
間
を
結
ぶ
形
で
発
達
し
、
沿

線
の
市
街
化
が
規
制
さ
れ
た
の

に
対
し
、
日
本
で
は
鉄
道
が
建

設
さ
れ
て
か
ら
沿
線
の
都
市
化

が
急
速
に
進
ん
だ
た
め
、
線
路

と
道
路
が
交
差
す
る
箇
所
が
多

く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

国
は
東
京
都
足
立
区
の
東
武

伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
近
く
の
踏

切
で
４
人
が
死
傷
し
た
事
故

（

年
）
な
ど
を
契
機
に
、
踏

切
撤
去
に
力
を
入
れ
る
。だ
が
、

〜

年
度
、
立
体
交
差
化
で

踏
切
を
廃
止
で
き
た
の
は
年
間

〜

カ
所
に
と
ど
ま
る
。

竹
ノ
塚
駅
近
く
の
踏
切
で
は

昨
年

月
に
高
架
化
工
事
が
始

ま
っ
た
が
、
国
、
東
武
鉄
道
、

都
、
区
が
分
担
す
る
総
事
業
費

は
約
５
４
０
億
円
に
上
り
、
完

成
ま
で
８
年
か
か
る
。
着
工
ま

で
７
年
を
要
し
た
が
、
こ
の
規

模
の
事
業
で
は
｢
異
例
の
早
さ
｣

(
足
立
区
)
。
住
民
の
合
意
形
成

な
ど
で
、
さ
ら
に
時
間
が
か
か

る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。

踏
切
事
故
で
は
お
年
寄
り
が

犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
。

〜

年
度
の
踏
切
事

故
の
約
半
数
に

歳
以
上
が
関

係
し
、
高
齢
者
が
踏
切
を
渡
り

き
れ
ず
亡
く
な
る
事
故
も
珍
し

く
な
い
。
高
橋
洋
二
・
東
京
海

洋
大
名
誉
教
授
（
交
通
計
画
）

は
「
す
ぐ
に
廃
止
で
き
な
い
踏

切
は
、
高
齢
者
ら
交
通
弱
者
も

安
全
に
渡
れ
る
工
夫
が
求
め
ら

れ
る
。事
故
の
デ
ー
タ
を
集
め
、

ど
う
し
た
ら
被
害
を
防
げ
る
か

考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
。

【
一
條
優
太
】
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